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安全衛生対策項目の確認表 とりまとめに当たっての考え方（案）

○安全衛生対策項目の確認表（以下「確認表」という。）の対象範囲については、基本的に、元下間・

下下間の「当該工事」において必要となる安全衛生対策項目であることを確認 （各検討チーム）。

〇 これまでの検討等を踏まえ、確認表のとりまとめに当たって以下のとおり考え方を整理したい。

・確認表は、建設工事従事者の安全及び健康を確保する上で必要な対策であり、

元下間・下下間の請負契約で行う「当該工事」において必要となる安全衛生対策を明確

にするため、活用するもの。

・元下間・下下間で実施分担等を確認する必要性の高い項目については、確認表のチェッ

ク欄を用いて確認する。

・法令等により安全衛生対策の実施者が明らかな項目については、チェック欄は設けない

ものの、主な項目については確認表に記載することにより、元下間・下下間で安全衛生

意識の共有を図る。

・今後、確認表の活用を広く促進できるよう、確認表の考え方や活用方法について説明書を

作成する。

とりまとめの考え方（案）
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元請
(１次)

下請
(２次)

元請
(１次)

下請
(２次)

元請
(１次)

下請
(２次)

元請
(１次)

下請
(２次)

工事現場管理 作業環境の測定

リスクアセスメントによる安全衛生対策 測定機器の用意

固定式足場の組立と解体 測定環境の設定

固定式足場以外の作業床の組立と解体 作業環境の構築

作業構台・吊り構台の組立と解体 換気設備

昇降設備の設置と撤去 空調設備、空気清浄設備

土留め支保工の組立と解体 照明器具

保護具の着用 電気設備

墜落等による危険の防止 給排水設備

休憩室、仮眠設備

熱中症対策

ロープ高所作業における危険の防止 応急処置・緊急時対応

飛来崩壊災害による危険の防止 その他の疾病・衛生対策

安全意識、注意喚起

警報設備 交通規制に要する対策

避難用設備 公衆災害に要する対策（仮囲い等）

火災防止　 追加項目（当該工事で確認が必要な項目） 元請
(１次)

下請
(２次)

元請
(１次)

下請
(２次)

危険物の対処（立入禁止措置）

調査の実施（埋設物調査・試掘等）

安全点検の実施

機械等の危険防止

監視連絡等に要する対策

倉庫、材料保管等

粉じん障害防止

石綿障害予防

電離放射線障害防止

特定化学物質障害予防

鉛中毒予防

有機溶剤中毒予防

酸素欠乏症等防止

安全衛生教育

作業内容変更時の教育

新規入場者教育

送り出し教育

　法令等により実施者が明らかな主な安全衛生対策項目（必要に応じて追記）

【下請(2次)が実施する対策項目】 【下請(2次)が実施する対策項目】

安全衛生管理体制 健康診断

 〇安全衛生に向けた人員配置  〇健康診断

 〇委員会の設置  ・一般定期健康診断

 〇安全衛生管理体制  ・特定業務健康診断

 〇労働安全衛生マネジメントシステム(OHSMS)  ・メンタルへルス対策

労働者の就業に当たっての措置 追加項目

 〇安全衛生教育  〇

  ・雇入れ時教育  〇

  ・職長・安全衛生責任者教育  〇

  ・安全管理者､衛生管理者、安全衛生推進者、衛生推進者等の能力向上教育  〇

  ・健康教育等  〇

  ・メンタルヘルスケアを推進するための教育研修  〇

 〇作業従事者への技能講習、特別教育

 〇作業主任者への技能講習 【元請(1次)が実施する対策項目】

 〇リスクアセスメント 安全衛生管理体制

 〇危険有害業務従事者への教育 　○安全一般に関する事項

 〇作業従事者、作業主任者が必要な免許 追加項目

 〇

 〇

○○工事における安全衛生対策項目の確認表【参考ひな型（案）】

職場生活支援施設（トイレ、洗面所等）

対策項目
費用負担

整理
区分

対策項目

労
働
者
の
就
業

に
当
た
っ

て
の

措
置

安
全
衛
生

管
理
体
制

労
働
者
の
危
険
又
は
健
康
障
害
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置

機
械
並
び
に
危
険
物
及
び

有
害
物
に
関
す
る
規
制

費用負担

手摺、幅木等

開口部養生

落下防護ネット・小幅ネット

揚重用吊具

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
措
置
・
快
適
な

職
場
環
境
の
形
成
の
た
め
の
措
置

整理
区分

対策の実施分担対策の実施分担

そ
の
他

安全衛生対策項目の確認表への反映（案）

元下間・下下間で実施分
担等を確認する必要性の
高い項目として、整理

工事の特性に応じて柔軟
に対応できるよう、追加項
目欄を手当

法令等により安全衛生対策の
実施者が明らかな主な項目
→元下間・下下間で安全衛

生意識の共有

工事名を記載
→「当該工事」における
対策であることを明確化

対策事例は詳細列挙では
なく、分かりやすさを重視
→詳細は説明書で補足

工事の特性に応じて柔軟
に対応できるよう、追加項
目欄を手当
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各検討チームの検討状況

○ 型枠

・参考ひな型をベースに、工種特性として「型枠加工場の安全衛生対策等」を追加

○ 管

・参考ひな型をベースに、工種特性として「感電防止措置」を追加

○ 内装仕上

・参考ひな型を使用

○ 外部足場 及び 住宅
・検討中

○第２回WGで示された各工種の「検討の方向性」を踏まえて、各検討チームで再検討。
○確認表の項目について、改めて精査するとともに、工事の施工場所や施工時期等の特性に

ついては、「追加項目欄」で対応することを検討。

○型枠・管・内装仕上については、最終調整・確認段階。


